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学生氏名：和木 美玲 
博士論文題目： 水圏環境教育における探究の過程とファシリテーションの研究 
博士論文審査： 
 学生から提出された博士論文について、公開発表会が 2 月 15 日に行われ、審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされ、内容についての確認を行った結果、博士論文としての質を十分に確
保しているとの結論に至った。一部の用語・記述等について若干の問題点の指摘があり、変更し再
度審査委員一同確認した。 
 本研究は、環境教育を題材とした協働的な野外活動における個々の学習者の「探究的な学習」の
充実に向け、水圏環境教育プログラムを開発実践し、学習者が自ら考える活動に焦点をあて、「ラ
ーニングサイクル」における学習者の<探究>の過程を明らかにし、学習者の活動を支援するファシ
リテーターのファシリテーション観について明らかにすることを目的としたものである。本研究は
水圏環境教育分野、とりわけ総合的な学習の時間における野外活動での<探究>の過程を実際のグル
ープ内対話の過程を対象として分析している。同時に、環境教育における課題とされるファシリテ
ーター養成についても、大学生ファシリテーターへの質問紙調査・インタビュー調査を通じてその
ファシリテーション観とストラテジーについての詳細な質的分析を行っており、同分野の発展にも
大きく貢献する貴重な研究であると言える。とりわけ、野外活動での<探究>段階において、学習者
同士の問題解決的な対話がスパイラル状に繰り返され、<探究>の対象が徐々に「焦点化」されてい
く過程を質的データから確認したこと、大学生ファシリテーターの適切な介入が「<探究>対象の焦
点化」の促進につながっていること、ファシリテーターが他分野と共通するストラテジーに加えて
野外活動独自のファシリテーションのストラテジーを持つことを明らかにしたことから、今後の環
境教育分野のプログラム開発およびファシリテーター養成に関して、大きく寄与することが期待さ
れる。 
 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野に
おける学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値することを審査
委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
 最終試験は 2 月 15 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開
発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確
認した。 
 学術論文は 2編が第一著者として公表済み（和木美玲・佐々木剛，臨床教科教育学会誌，12(1).）、
（和木美玲・佐々木剛・大島弥生，臨床教科教育学会誌，15(3).）であることを確認した。 
 論文内容に関して国際会議において英語で 2回発表しており、国内学会も含めて英語での要旨作
成も行っていることから、英語の学力については問題ないと判断した。また、口頭発表は国際会議
2回に加え、国内学会 4回（臨床教科教育学会 2回、日本環境教育学会・日本教育心理学会各 1回）
を行っており、とりわけ、第 25 回日本環境教育学会（2014）のポスター発表では第 10 回日本環
境教育学会研究・実践奨励賞を受賞していることを確認した。また、合同セミナーへの出席回数が
60時間を超えていることを確認した。 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
 
 
 
 
